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【新技術の概要】

 これまで結晶多形の構造と、光特性について

の統一的な検討は少なく、光の波長差を用いて

の多形制御に関する報告がなされているだけで

ある。本研究では、この光応答性結晶多形制御

法を、今まで開発してきた、高透明性有機・無

機自発的交互積層厚膜「光－電変換デバイス」

の製造プロセスに応用できる操作指針の確立を

目指した。具体的には、多形の発現が容易な水

素結合できるドナーとアクセプターが存在する

有機化合物を用い、無機ナノ粒子との界面制御

を行い、その際の有機結晶多形構造を、光応答

により制御する指針を確立することが出来た。

これにより、非接触での汎用性の高い光－電変

換デバイスのモジュール作成が可能である。

図.1 無機ナノ粒子の周りに有機分子が配向し

ている模式図

図.2 作成した試作品と発光の様子

【従来技術・競合技術との比較】

 従来の技術は、多成分の添加や、pH の調整、

有機溶媒の使用などにより、有機結晶の多形の

制御が行われており、加えて、透明化すること

は、非常に難しかった。本方法により、非接触、

多成分添加が必要ない方法論を打ち立てること

が出来、新たな技術として進められるものと考

えられる。さらに、液相プロセスでのデバイス

材料の安定供給システムの構築が可能であるた

め、製造プロセスの低エネルギー化の促進も出

来る。

【本技術に関する知的財産権】

１．特開 2007-321140 号

「りん光発光物質及びその製造方法」、出願人：

岩手大学

２．特開 2008-221049 号

「微粒子の製造方法」、出願人：岩手大学

【想定される技術移転】

 新規光電変換素子開発のため、有機分子の高

密度化と、安定的な高透明度を保持する厚膜制

御法の方針提案ができる。さらに、溶液法によ

り積層化する技術を確立しているため、インフ

ラの整備にコストを割く必要もなく、その応用

は容易であると考えられる。今後、実用化に向

けた取組を企業数社交えて行いたい。また、試

作品を、第 3 回国際太陽電池展 PV EXPO 2010
で発表している。
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